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生
活
の
便
宜
を
向
上
さ
せ
 

示
の
制
度
を
確
立
し
 、
 そ
 

を
定
め
た
「
住
居
表
示
に
 

制
定
し
ま
し
た
。
 

岡
垣
町
で
も
、
市
街
地
 

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
 
住
 

り
ま
し
た
。
 

る
た
め
に
、
合
理
的
な
住
居
表
 

の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
 

関
す
る
法
律
」
を
昭
和
初
年
に
 

を
中
心
に
住
所
が
 ね
ガ
 り
に
く
 

居
 表
示
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
 

を
 効
率
化
し
、
便
利
に
し
ま
す
。
 

国
は
、
混
乱
し
て
い
る
 切
 界
や
地
番
を
 整
理
し
、
市
民
 

住
み
よ
 い
 ま
ち
づ
く
り
は
、
あ
ん
な
の
 願
 い
 で
す
。
 と
 

り
わ
け
住
所
を
ね
 ガ
 り
や
す
く
す
る
こ
 と
は
、
日
常
生
活
 

施地 にに あ 理 た いて地あ 
中でこな 変 っ新す 、 そまきと り 今 
でィ テ のり えたしるしこすまいまま 
すわ 新き 、 のい 必 かで 。 しぅせ で   平 
。 れしす て い 。 岡 厄、 一日 を住 所が 要 も目 、地 た呼 。 び んの で 住 
お住 B 丁ねめ あ で番 そ 卒 し所 

成 
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し l 

居 
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し 

め て仏宇 
ま   す 
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●新しい住所の 表し方 

現在の住所は、 大字 00 ムム番地のロロ 

という表し方をしていますが、 新しい制度 

では、 次のように表します。 

一般の例 
町君 街区符号 住居番号 

      
中間市 中間 ] 丁目 ] 番 1 口 万 

町君 街区符号 住居番号       
直方市 殿町 7 番 ] 号 

押 尾 野 察 署 吉田清則・ 蔽 

住 民 代 表 清水 義生 ・ 笘 

住 民 代 表 

住 民 代 表   
地 域 振 興 課 木原弘毅 型 

  一一口 艮 ） 

新
し
い
住
居
表
示
の
実
施
に
と
も
 

な
 う
 、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
 

す
る
「
住
居
表
示
審
議
会
」
が
設
け
 

ら
れ
、
本
年
 4
 月
第
 1
 回
の
会
議
を
 

開
き
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
 

@
 
十
 
.
 
ハ
 
Ⅰ
。
 

審
識
会
は
、
区
長
、
町
議
会
議
員
、
 

関
係
行
政
機
側
、
町
の
職
員
な
ど
、
 

十
三
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
後
、
「
住
居
表
示
実
施
基
準
」
 

や
 
「
町
割
り
（
 案
 ）
・
 町
名
 
（
 
案
 ）
」
 

な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
の
諮
問
に
応
 

じ
て
調
査
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

新しい住所は 

このように決められます 
●新ししⅡ生新のつけ 方 

大きすぎる町、 小さすぎる町を 道路・鉄道・ 河川など 

の，恒久物で 適当な大きさに、 はっきり区切り、 町名は親 

しみやすく、 分かりやすいものとします。 

丁目区画，名称 口 ( )   

  

を
 

号
 

符
 

て
 

ヰ
ノ
 

 
 

分
 

こ
 
 
 

区
 

 
 

街
 

い
 
、
 

ヵ
 

 
 

て
細
 

区
 

街
 

 
 

つ
 

よ
 

 
 な

し
 

略
表
 

道
で
 

に
番
 

ら
 
「
 

さ
け
 

つ
 

そして、 街区内の建物に 順序よく住居番号をつけ「 号 」 

で表します。 

( 住居番号 ) 
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岡垣町会俳 

人 口 29,734 人 

世帯数 9,8S7V 世帯 

面 積 48.51k が 

住居表示実施区域 

人 口 22,827 人 

世帯数 7,609 世帯 
面 積 6.74kmmm, 

( 平成 9 年 5 月末日現在 ) 
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  平成 W0 年 W0 月に住居表示実施予定の 区域 
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て   
税   

  
。 年の給に受 つ 

余年 権 なけ 以 かなれに い 礎 がな 
は 金者 つ ら 上 。 受 るな ま午             一国   

  

わ保 
り険   

ぃ 合わせ 
福祉課年金係へ 

が
 、
原
則
と
し
て
一
人
ほ
つ
き
一
つ
 

 
 

  要
 で
す
。
国
民
健
康
保
険
 税
は
、
減
 

額
の
要
件
を
満
た
す
場
合
で
も
 申
 七
口
 

 
 

小
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
 

必
ず
届
出
を
 !
 Ⅴ
 

・
転
入
・
世
帯
主
の
変
更
等
 

世
帯
の
状
況
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
 

は
、
 必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

届
出
が
な
れ
場
合
、
あ
な
た
の
世
帯
 

つ
い
て
は
適
正
な
国
民
健
康
保
険
 

税
の
計
 鋒
 が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
場
合
に
 

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
保
険
証
 及
 

び
 印
鑑
は
必
ず
お
 持
 ら
く
だ
さ
い
ご
 

問
い
合
わ
せ
健
康
対
策
課
 

 
 県

の
税
金
の
こ
と
で
 

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
 

自
動
車
 税
 ・
不
動
産
取
得
税
・
 

㏄
歳
に
な
り
ま
す
と
、
老
齢
基
礎
 

年
金
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

0
 基
礎
年
金
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
 

の
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
ぶ
 
-
 
」
と
 

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
老
齢
基
 

礎
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
同
時
に
 

「
年
金
受
給
選
択
中
山
 哲
 」
を
提
出
 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

-
 
」
の
よ
う
に
、
一
人
一
年
金
の
受
 

給
が
原
則
で
す
か
ら
、
同
時
に
二
つ
 

以
上
の
年
金
の
受
給
権
が
生
じ
た
場
 

合
に
は
、
ど
の
年
金
を
受
給
す
る
の
 

か
届
け
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
 

ん
 。
も
し
、
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
 

年
金
の
支
給
停
止
が
行
わ
れ
ず
、
 年
 

人
事
 揮
 胡
な
ど
の
県
税
の
こ
と
で
相
 

談
し
た
い
人
や
納
税
が
遅
れ
が
ち
な
 

人
は
、
納
税
移
動
窓
口
を
開
き
ま
す
 

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

と
き
 
7
 月
 お
日
 
（
永
一
午
後
 3
 

時
か
ら
 8
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
岡
垣
町
立
東
部
公
民
館
 

第
は
会
議
室
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
県
若
松
県
税
 事
 

策 戦 
  文帝人智 没 

給 撤回さ者 
さ 金持 ん遺 
れが 別 族 
ま の 

す 

満，、 、   ⑥まだ手続きをしていない r 川 事変以降に死亡した 人へ 人の 

遺族の方で、 平成 7 年 4 月Ⅰ日 
神 ト 一 中 弘 ょ ㎡ 拡 ・ 一 ・ 。 ぬ 。 か 

年
々
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
 

ビ
 の
子
ど
も
の
人
権
問
題
が
急
激
に
 

金
が
 払
い
す
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
 

こ
の
分
は
返
納
し
て
も
ら
れ
な
け
れ
増
加
し
て
い
 ま
す
。
 

法
務
省
は
、
平
成
 6
 年
度
か
ら
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
㏄
 歳
 以
上
の
人
に
支
給
「
 子
ビ
 も
の
 人
 権
 専
門
委
員
」
を
 設
 

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
と
の
被
用
者
直
し
、
 
子
ビ
 も
が
発
信
す
る
人
権
 s
J
,
 

年
金
制
度
の
遇
 族
 給
付
だ
け
は
、
 特
 

0
S
 の
解
決
 に
 努
め
し
て
い
ま
す
。
 

 
 

別
の
扱
い
に
な
っ
て
い
て
、
遺
族
 厚
 

生
年
金
ま
た
は
 迫
族
 共
済
年
金
を
受
人
権
擁
護
委
 用
 に
指
名
さ
れ
て
い
ま
 

け
て
い
る
人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
す
。
 

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
 

木
田
 
徳
廣
 
（
岡
垣
町
山
田
）
 

老
齢
基
礎
年
金
と
追
願
厚
生
年
金
ま
和
田
啓
子
 （
北
九
州
市
八
幡
西
区
 

た
は
 迫
族
 共
済
年
金
を
同
時
に
受
け
古
賀
芙
蓉
子
 
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
法
務
局
 む
 0
9
 

z
 ｜
 7
1
@
 １
 6
1
1
2
 

 
 

 
 

6
 表
す
 別
 

い
 代
ま
持
 

て
 の
れ
 回
 

し
族
さ
五
 

 
 

 
 

ビ
な
 
甲
刹
 

 
 

務
 前
納
税
課
納
税
保
古
 

7
6
1
 

１
 4
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  金 ( 額面 30 万円 ) をもらった人、 

  父母、 孫、 兄弟姉妹、 それ以外 
の 遺族です。 

申請手続きには 戸籍謄本、 遇 
族の同意書などが 必要となりま 
す。 関係書類は福祉課にあ りま 

す。 
種 類 第 6 回特別弔慰金 

額 面 40 万円 (10 年償還 ) 
締め切り 平成 lW 年 3 月 31 日 

⑥手続きをすませている 方へ 
申請してから 債券が届くまで 

およそ 1 年半かかっています。 

債券ができ次第八 ガキ でお知ら 

せしていますのでしばらくお 待 
ちください。 

問い合わせ 役場福祉課 へ 

      7 月 12 日は 10:00 一 15:00 まで 岡垣 サンリーアイの 自動交付機は 使用できません。 O
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込
み
・
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学
 

童
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所
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8
3
 
１
 4
0
3
2
 

一
 
田
代
）
ま
た
は
 容
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8
3
 １
 1
4
 

2
4
 
一
 
神
谷
一
 
へ
 。
 

文
化
財
の
こ
と
を
 

も
つ
と
知
ろ
う
よ
 

八
 文
化
財
指
導
者
 講
き
 ム
口
 
v
 

と
 
き
 
7
 月
Ⅱ
日
午
後
 1
 時
 ㏄
 分
 

か
ら
 

小
学
校
児
童
が
放
課
後
、
安
全
に
 

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
、
 

子
ど
も
の
世
話
や
生
活
指
導
を
行
う
 

仕
事
で
す
。
 

対
象
者
四
歳
か
ら
 冊
歳
 く
ら
い
ま
 

で
の
子
ど
も
の
好
き
な
 人
 

給
与
時
給
六
百
八
十
円
 

老
津
 小
学
校
敷
地
内
）
・
 山
 m
 学
童
 

保
育
所
一
山
田
小
学
校
敷
地
内
 一
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
海
老
 澤
 

学
童
保
育
所
 宕
 2
8
2
 １
 3
8
i
.
O
i
h
:
 

・
山
田
学
童
保
育
所
 宕
 2
8
3
 １
 4
 

0
3
2
 
へ
 0
 

学
童
保
育
所
の
 

指
導
員
（
臨
時
）
 

待
っ
て
い
ま
す
 

八
 m
 田
 学
童
保
育
フ
ラ
フ
 
V
 

期
間
 
7
 月
四
日
（
火
）
か
ら
 8
 

月
㏄
同
一
十
一
ま
で
の
 8
 時
㏄
分
か
 

ら
Ⅸ
時
ま
で
（
日
曜
日
お
よ
び
 8
 月
 

旧
り
 巧
 日
を
除
く
一
 

と
こ
ろ
海
老
洋
学
童
保
育
所
一
泡
 

    

美
夏
休
み
学
童
保
育
入
所
を
希
望
さ
れ
る
 

人
 は
 

い
ま
せ
ん
 
ガ
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    柚円坦 Ⅲに 仕ん Ⅰいる人、 まだ ほヲ俊仕轄 下足の 人 

申し込み ハガキに住所・ 氏名・年齢・ 電話番号・応 
( 年齢制限はあ りません )  - 

募の動機を 
申し込み光 岡垣町大字野間 697-1 岡垣町役場 
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U
I
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 日
 一
の
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 「まつり 岡垣 」 ドリカムウエディ 

ング 係 

） ⅩⅠ合わせ平成 9 年度「 ま @) り岡毘 盛り上げ 僻 実行委員会 
花田まで 宕 282 一 1211   

i
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ケ
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午
前
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ノ
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に
 生
き
る
知
恵
」
 

料
 

全
い
ち
ご
 塾
 会
員
 券
要
 

問
い
合
わ
せ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
 

へ
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7 % 

  
ま 

す 

落
語
改
革
に
挑
む
リ
ー
ダ
ー
的
存
 

在
で
あ
り
、
世
相
を
斬
る
痛
快
な
弁
 

舌
は
高
評
価
 

と
き
 
7
 月
花
巻
 王
 ）
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
・
 
中
 

ホ
ー
ン
 

開
場
 
比
時
 ㏄
 分
 

開
演
㎎
 時
 よ
り
 

（
プ
ラ
ザ
 
風
と
波
 9
 お
好
み
発
表
ム
 
%
 

  

 
 

テ
ー
マ
「
健
や
か
に
こ
こ
ろ
豊
か
 

  

三
遊
亭
田
楽
さ
ん
来
館
Ⅰ
 

7
 
 日
 

Ⅱ
㏄
 分
 

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表
 

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
町
づ
く
り
 

い
ち
ご
 塾
 ・
文
化
講
演
会
 

新
築
の
県
営
住
宅
 

入
居
者
を
待
っ
て
い
ま
す
 

①
所
在
地
水
巻
町
頃
来
 

八
戸
数
 V
 八
戸
・
八
家
賃
 V
 三
万
五
 

百
円
か
ら
四
万
四
千
円
ま
で
・
八
入
 

居
 V
8
 月
予
定
 

0
 所
在
地
中
間
市
松
 ケ
 周
公
ほ
輪
 

者
向
け
住
宅
）
八
戸
数
 V
 五
戸
・
八
 

家
賃
 V
 三
万
一
千
円
・
八
入
居
 V
g
 

月
予
定
 

0
 車
を
お
持
ち
の
人
は
、
別
途
三
千
 

日
程
度
加
算
さ
れ
ま
す
。
 

募
集
期
間
 
7
 月
 れ
 日
か
ら
 7
 月
刊
 

対
象
者
身
体
障
害
ス
ポ
ー
ツ
活
動
 

の
振
興
に
貢
献
す
る
意
欲
の
あ
る
 人
 

（
平
成
 
9
 年
 8
 月
Ⅵ
 日
 現
在
、
満
Ⅸ
 

歳
 以
上
の
人
）
 

期
間
 
8
 月
㏄
 日
 
（
土
）
・
切
目
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
 ガ
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
 

養
成
研
修
会
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
岡
県
 

住
宅
供
給
公
社
 む
 0
9
2
 

１
 78
1
 

１
 80
6
6
 

◆
 0
9
2
 

１
 71
3
 

｜
 

1
6
8
3
 

か
ら
午
後
 5
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
一
 

定
員
二
十
人
 

参
加
費
三
千
円
 

申
し
込
み
期
限
 
7
 月
花
 日
 （
金
）
 

申
し
込
み
 先
 ・
問
い
合
わ
せ
福
岡
 

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
 
呑
 0
9
2
 

1
5
8
2
 １
 5
2
2
3
 

Ⅰ
 畦サ
ソ
 イ
ア
イ
 出

演
者
栃
尾
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

（
弦
楽
八
重
奏
）
 

曲
目
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
弦
 

楽
八
重
奏
曲
 変
ホ
 長
調
 O
P
2
0
 
」
 

他
 

と
き
 
7
 月
Ⅸ
 日
 
（
金
）
午
後
 

6
 時
㏄
分
か
ら
 7
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 ザ
ン
リ
ー
ア
 イ
 ・
エ
 

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特
設
会
場
 

入
場
料
無
料
 

間
 ぃ
 合
わ
せ
囲
垣
サ
ソ
リ
 7%
 子
 

へ
 

%
 只
今
、
出
演
者
募
集
中
 /
.
 
お
 気
軽
 

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  
舞
踏
 ム
ム
 

で
出
会
い
バ
ル
コ
ニ
ー
で
 

愛
を
押
っ
た
恋
人
た
ち
。
永
遠
の
う
 

プ
 ・
ス
ト
ー
リ
ー
が
シ
ャ
ー
プ
な
 

現
 

代
 感
覚
で
華
麗
に
よ
み
が
え
っ
た
 

/
 

レ
オ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
カ
プ
リ
オ
 

主
 

演
 、
最
も
偉
大
な
永
遠
の
愛
の
物
語
。
 

と
き
 
8
 月
 2
 日
（
土
）
 

と
こ
ろ
 岡
垣
 ザ
ン
リ
ー
ア
イ
・
 
中
 

ホ
ー
ル
会
席
自
由
 

時
間
八
 1
 口
目
Ⅴ
は
 
時
 ・
 
八
 2
 

凹
目
 V
 巧
時
 ㏄
 分
 ・
 
八
 3
 回
目
 V
 Ⅸ
 

時
 

料
金
入
前
売
 V
.
 

学
生
 

｜
 八
百
 

円
 ・
一
般
１
千
円
 

八
 当
日
 V
 学
生
１
千
円
・
一
般
１
千
 

二
百
円
 

%
 只
今
、
好
評
発
売
中
 
/
 

問
い
 合
わ
せ
囲
垣
サ
ソ
リ
 /
 正
子
 

へ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
 

シ
ア
タ
ー
 

「
コ
ミ
 
牙
と
 ジ
ュ
リ
 エ
ツ
ト
 」
 

7
 同 12 日は 10:00 ～ 15:00 まで 岡垣 サンリーアイの 自動 交付   機は   使用できません。 O 
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ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
で
、
正
し
い
 

呼
吸
の
仕
方
や
手
の
動
か
し
方
な
ど
 

よ
 り
効
果
的
に
す
る
た
め
の
説
明
や
 

実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
 

初
め
て
ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
し
て
み
 

て
、
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
基
礎
を
 

覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
無
理
な
く
続
 

け
て
い
け
そ
う
で
す
。
 と
 西
高
 場
の
 

湯
浅
郁
子
さ
ん
 

田
 ソ
ー
１
 
l
 

１
・
 
レ
 @
 

臣
 
-
.
@
 

と
き
 
6
 月
 1
 日
（
日
）
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

男
子
団
体
戦
 

優
勝
卓
球
同
好
会
 A
 
（
 
林
 ・
白
 

石
・
入
部
・
河
村
一
 

準
優
勝
卓
球
同
好
会
 B
 
 一
 
井
上
・
 

藤
田
・
福
山
・
 梶
一
 

第
 3
 位
旭
市
ク
ラ
ブ
（
西
村
・
内
 

田
 

・
中
谷
一
 

第
 3
 位
卓
球
同
好
会
 C
 
 （
入
部
・
 

Ⅰ
Ⅰ
 
I
 
ベ
ル
体
操
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

●在宅介護支援センター 何日日日 

を
、
 
正
し
く
覚
 

え
て
も
ら
お
う
 

武
道
館
で
ダ
ン
と
 

5
 月
Ⅳ
 
日
、
 一
 
。
 

  

岡
垣
町
卓
球
選
手
権
大
会
 

 
 

  

と
き
 
5
 月
 ロ
 ・
 バ
 ・
 恭
 
（
日
）
 

と
こ
ろ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ふ
れ
 

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
 

優
勝
 
バ
ズ
ヵ
 ー
 ズ
 

準
優
勝
中
島
タ
ー
レ
ッ
ト
 

軟
式
野
球
春
季
大
会
 

 
 と

き
 
6
 月
 8
 日
（
日
）
 

社
旗
争
奪
戦
大
会
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

と
き
 
6
 月
 8
 日
一
日
一
・
 
り
日
 

男
子
 A
 級
 

宜
 し・
 
M
 日
一
日
）
 

優
勝
浦
有
志
 博
 ・
西
岡
大
介
 

と
こ
ろ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
吉
木
準
優
勝
川
 
合
文
人
・
北
島
顕
彰
 

男
子
日
 級
 

小
 グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
勝
山
田
ビ
ク
ト
リ
ー
 

優
勝
田
口
 勝
穂
 ・
山
本
亮
一
 

準
優
勝
野
間
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
 

準
優
勝
 

陳
福
安
 ・
石
川
信
利
 

男
子
 C
 級
 

第
 3
 位
旭
市
ベ
ア
ー
ズ
 

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 
"
"
 
「
Ⅰ
 

4
 
 

戸
口
 

Ⅰ
 
ロ
 
ャ
 

"
-
 
 
,
 

下
 

  何日日日 -46 日日 

 
 第

 ℡
 回
 少
年
野
球
 

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
 

海
老
 津
 ニ
ュ
ー
ス
 

第
卍
 回
向
 垣
 オ
ー
フ
 

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
 

ダ
ブ
ル
ス
大
会
 タ

ー
ズ
 

ン
 

ン
 

優
勝
植
木
英
俊
・
古
田
智
 達
 

準
優
勝
三
好
久
夫
・
 ム
 「
 
村
 敦
郎
 

女
子
 A
 級
 

優
勝
小
関
美
知
子
・
村
上
真
理
 

子
 

女
子
日
 級
 

優
勝
寺
崎
ま
ち
 子
 
・
高
橋
玲
子
 

準
優
勝
田
口
由
美
子
・
福
間
朱
美
 

女
子
 C
 級
 

優
勝
吉
岡
雅
子
・
本
村
く
る
み
 

準
優
勝
佐
藤
洋
子
・
津
田
純
狂
 

女
子
 D
 級
 

優
勝
牟
田
喜
代
美
・
金
子
芳
枝
 

準
優
勝
北
野
く
る
み
・
高
島
小
百
 

ム
目
 

中
西
，
黒
瀬
・
山
本
 サ
 

女
子
団
体
戦
 

優
勝
卓
球
同
好
会
（
二
宮
・
 水
 

口
 ・
高
本
・
内
田
一
 

準
優
勝
野
間
ク
ラ
ブ
 B
 
一
 
土
屋
・
 

矢
野
・
佐
藤
・
樋
口
・
竹
岡
 
一
 

第
 3
 位
 
い
 す
ず
全
一
幸
・
坂
本
・
 

藤
田
・
 林
サ
 

第
 3
 位
旭
市
ク
ラ
ブ
 
一
 
神
谷
・
 梅
 

津
 ・
田
辺
・
井
上
 ゃ
 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
 A
 級
 

優
勝
杯
仲
人
（
卓
球
同
好
会
）
 

第
 2
 位
井
上
淳
志
（
卓
球
同
好
 ム
ム
 
）
 

第
 3
 位
河
村
眞
 吾
 
（
野
間
ク
ラ
ブ
）
 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
 日
級
 

優
勝
黒
瀬
龍
太
郎
（
 岡
 坦
夷
中
一
 

準
優
勝
山
本
高
音
（
 岡
 坦
夷
中
一
 

第
 3
 位
中
根
出
 宮
 
（
 
岡
垣
東
 中
一
 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
 A
 級
 

優
勝
井
上
ゆ
き
 江
 
一
把
 
南
 ク
ラ
 

サ
，
 
）
 

準
優
勝
久
保
 園
 京
都
十
一
ひ
ま
わ
 

9
 ）
 

第
 3
 位
二
宮
ゆ
き
 江
 
（
卓
球
同
好
 

ふ
 き
水
口
和
子
（
卓
球
同
好
 ふ
 
き
 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
日
親
 

優
勝
矢
野
育
子
 雰
間
 ク
ラ
プ
）
 

準
優
勝
西
田
悦
子
（
 
い
 す
 ず
ム
き
 

第
 3
 位
内
田
加
奈
子
（
 岡
垣
 茉
由
）
 

竹
岡
織
子
（
野
間
ク
ラ
ブ
）
 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
 C
 級
 

優
勝
坂
本
し
づ
 え
一
い
 す
 ず
ム
芭
 

準
優
勝
藤
田
 ミ
ヂ
エ
 
（
い
す
 
ず
ふ
 
き
 

第
 3
 位
橋
本
と
し
 子
 
（
み
の
り
 
ム
芭
 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
 

優
勝
西
村
・
内
田
組
（
旭
市
 ク
 

ラ
 サ
，
 
）
 

準
優
勝
黒
瀬
・
中
根
組
（
 
岡
 坦
夷
 

中
 ）
 

第
 3
 位
藤
田
・
 梶
組
 （
卓
球
同
好
 

ム
巴
 入
部
・
松
尾
 
組
 （
 
岡
垣
 京
中
）
 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
 

優
勝
高
本
・
河
村
 組
 （
野
間
 
ク
 

ラ
ブ
）
 

準
優
勝
坂
本
・
橋
本
組
 一
い
 
す
 ず
 

ム
瓦
 
）
 

第
 3
 位
久
保
 園
 ・
幸
紀
（
ひ
ま
わ
 

0
 ）
藤
田
・
 
林
組
 （
 
い
 す
 ず
ム
芭
 

福
岡
県
身
体
障
害
者
 

体
育
大
会
 

と
き
 
5
 月
花
 日
 （
日
）
 

と
こ
ろ
福
岡
市
博
多
の
森
陸
上
競
 

技
場
 

遠
賀
郡
出
場
選
手
 6
 人
 

メ
ダ
ル
獲
得
数
（
全
員
獲
得
）
 
金
 

3
.
 銀
 1
.
 銅
 2
 

広
渡
 嘉
之
さ
ん
（
海
老
洋
一
 

が
車
イ
 

ス
 ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部
で
み
ご
と
金
 

メ
 

ダ
ル
を
獲
得
 

 
 
 
 窮
観
 

 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

口
口
 

  も " 

  

O
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， 」 

せ
ま
し
た
。
 

若
林
さ
ん
宅
に
は
、
毎
年
こ
の
花
 

を
見
よ
う
と
近
所
の
人
や
町
内
か
ら
 

多
ぜ
い
 
の
人
が
お
と
ず
れ
る
そ
う
で
、
 

植
 え
 時
期
、
株
分
け
の
し
か
た
な
ど
 

苦
労
話
を
ま
じ
え
て
熱
心
に
指
導
し
 

て
や
る
ご
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
 

残
念
な
が
ら
見
ご
ろ
は
、
 6
 月
末
 

ま
て
で
、
来
年
こ
そ
は
ぜ
ひ
見
に
来
 

て
く
だ
さ
い
と
自
慢
の
し
ょ
う
 ぶ
 を
 

-
 
叩
 
Ⅲ
に
三
口
わ
れ
て
Ⅱ
い
ま
し
た
。
 

 
 

  マ
 、

 
怠
   

 
 

  斤
 

  
    

ば
邑
 

  

，ぷ     :k 」 邑 Ⅰ 

㌔
 
三
 

 
 

ヰ
 ・
・
 
十
 
@
 由
 
@
@
 
す
 +
 

千
 @ 革
 
@
 幸
 
@
 
@
 幸
 

キ
幸
キ
 十
 

@
 
t
@
 

ま
 

w 収穫が 弓 しみだ 
児童の体験学習の 一， ‥一 - て 今年も、 内浦小学校児童に 

よ る ィそ の 苗 植えが 6 月 11 日行われました。 

  

円
 ，
 
一
 

・ / Ⅰ ゥ 

地元農家の休耕田を 借りて、 長畑 和暦さん ( 原図 ) の 指 
導 で、 全校児童 142 人が 1 本 1 本ていねいに 苗を植えてい 
・きました 0 

4
@
@
 

7 

申
 

ヰ
 
@
@
 

十
 

  

学校では lt 月に収穫祭を 行い、 かんなで食べるほか 老人 
ホームなどにも 配る予定だそうです。 

Ⅰ
「
 

 
 

    

区
民
の
親
睦
と
融
和
、
地
域
の
 

 
 

大
 に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

子
供
み
こ
し
、
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
 

ッ
ク
 
、
カ
ラ
オ
 

ケ
 な
ど
多
彩
な
演
 

技
が
 
披
露
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
 

来
 

賓
の
万
々
か
ら
温
か
い
声
援
と
感
 

動
の
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

  
  

    
              ㌔ 擬   
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                    Ⅰ ・ q, 「 め ・ 
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